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特集　イジングマシンとOR
量子アニーリングと組合せ最適化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .倉又迪哉・中田和秀（東京工業大学）
イジング計算を用いた暗号解析について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 山口純平・伊豆哲也（富士通株式会社）
電力市場取引のための需要家側エネルギーリソース運用制御手法 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .吉田　彬・天野嘉春（早稲田大学），柏川貴弘・木村浩一（富士通株式会社）
機能性有機材料の探索のための機械学習とデジタルアニーラの活用事例 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .畠山　歓（早稲田大学），柏川貴弘・木村浩一（富士通株式会社）
第三世代デジタルアニーラ―ハイブリッドソルバ技術とその性能― 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .宮澤俊之・小山純平・Matthieu Parizy（富士通株式会社）
デジタルアニーラのアーキテクチャと将来展望 

 . . . . . . . . . . . . .田村泰孝（株式会社DXR研究所），神田浩一・片山健太朗・印　芳（富士通株式会社）
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編集後記
●機関誌5月号の特集は例年関西支部が担当させてい
ただいています．今回は2021年12月にオンサイトと
オンラインのハイブリッド形式で開催した支部シンポ
ジウム「確率モデルの躍動」での講演を中心に，確率
モデルに関する6編の解説をご紹介させていただきま
した．確率モデルの対象は多岐にわたり，ファイナン
スや無線通信ネットワーク，ソフトウェア・バグ，サ
プライ・チェーン，ヘルスケア，レベニューマネジメ
ントといった応用例が示されています．多種多様な対
象を取り上げていますが，対象の不確実性を支配する
法則を数学的に明らかにし，予測や設計，開発に役立
てるという目標は共通しています．
●最近のことですが，短期間のコースで確率と統計を

教える機会があり，準備のために複数の教科書を紐解
いていると，確率と統計は相補的な関係にある，とい
う記述に目が留まりました．今更ですが，なるほどと
納得させられました．最近はデータ駆動型のアプロー
チが主流となって久しいですが，そこで得られる相関
関係の結果は因果関係を表していないことに注意する
必要があります．確率モデルを考える重要性は，まさ
にこの因果関係を捉えるところにあります．今回の確
率モデルの特集で，確率モデルの今を理解していただ
き，さらには確率モデルの考え方やアプローチをデー
タ分析にも役立ててもらうことを願ってやみません．
 （笠原正治）
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